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第Ⅲ層 (471～ 476)出 土遺物



図
版

一
〇
九
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第V層 (497・ 498)出 土遺物
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第Ⅳ層 (486・ 487・ 489・ 492～ 494・ 496)、
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第V層 (499～ 508)、 第Ⅵ層 (510)出土遺物
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第Ⅵ層 (512～ 514・ 517～ 522)、 第Ⅶ層 (524)出土遺物
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】ヒ黙撃 東経 調査期間

調査面積
(∬ )

調査

原因市町村 遺跡番号

久宝寺遺跡

(第29次調査)

大阪府人尾市渋川 27212 34度37分
03ん少

135】毒35う}
13本少

19990901

20001130
4910

道路建
設に伴
う調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久宝寺遺跡

(第29次調査)

集落・生産遺

構

弥生時代中期後半

弥生時代後期前半

畦畔状遺構

埋甕

弥生土器 ・弥生時代中期後半以降の

遺構・遺物を検出。
・弥生後期後半の上器集積

から良好な一括資料の検出。
・古墳時代中期では、準構

造船の船材を転用した井戸

の検出。

・奈良時代では周辺に役所

の存在を想定させる内容が

記された墨書木簡の出土。

畦畔状遺構 弥生土器

弥生時代後期後半

古墳時代初頭前半

(庄内式期古相 )

古墳時代前期前半

(布留式期古相 )

溝・土器集積 弥生土器

畦畔状遺構 古式土師器

水田 古式上師器

古墳時代中期

古墳時代後期

井戸・土坑・溝

小穴

土師器・須恵器

準構造船の部材

土師器・須恵器土坑・自然河チII

飛鳥時代 溝 。自然河川 土師器 。須恵器

土馬・屋瓦

奈良時代

平安時代後期～木

期

井戸・土坑・清

小穴 。自然河,II

土師器・須恵器

屋瓦・木簡

井戸・土坑・溝

井戸・本田 。島畑

・小溝 (畝溝)

土師器 。須恵器

黒色土器・瓦器

近世 土師器・国産陶磁

器
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